
東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	



令和6年11月14日（木）　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：菊地　裕実果
	赤坂
	金井
	坂本
	藤原
	川守田
	城内
	佐藤
	菊地
	上野（夢）
	竹ヶ原

	〇
	○
	○
	深
	準
	深
	○
	○
	○
	休

	永瀬
	田浦
	橘（茉）
	矢幅
	土橋
	木村
	馬場
	春日
	奥寺
	織田

	準
	○
	休
	○
	遅B
	準
	深
	○
	休
	○

	橘（み）
	細海
	
	
	
	
	　
	
	
	

	○
	○
	
	
	
	
	
	
	
	



＜連絡事項＞
・来週から入院中の患者様のインフルエンザワクチンの接種が開始になります。リーダーはその日に接種予定の患者様の問診票に主治医からサインを貰ってください。

＜入室状況＞
【転入】
・藤井　理代様～西病棟Bユニット26号室→東病棟Bユニット1号室

＜患者様連絡事項＞
＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察実施。開放観察中、自室内で臥床され過ごされ奇声、自傷行為無く経過している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。対面時多幸的な様子見られるが攻撃性、粗暴性は無い、終始臥床し過ごしている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・小栗　健太郎様～終日隔離中。10時から16時まで開放観察開始。余暇時間はホールにて他患者様と適度に交流し過ごしている。性的逸脱行為なし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・梁田　桜様～身体拘束中。バイタルサイン異常なし。食事は介助にて全量摂取。ケア時の抵抗なく、簡単な疎通は可能。拘束部位の循環障害、皮膚トラブルなし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜馬渡Dｒ診察情報＞
・金田一　進様～日中の眠気があるようで、臨時薬デエビゴ中止の指示。

・大澤　キヌ様～傾眠がちである為、本日よりシクレスト中止しクエアチピンへ変更となる。

・簗田　桜様～臨時薬クエアチピン(500)➝(300)に減量、シクレスト追加処方。

・庭田　昇二様～ロラザパムは飲みきり中止、他同内容で継続処方。

＜田名部Dｒ診察＞
小栗　健太郎様～状態も落ち着き逸脱行為等見られないため明日11/15　6時で隔離終了との指示あり。
[bookmark: _GoBack]以外の患者様指示変更無し。

＜皮膚科診察情報＞
・梁田　桜様～処置変更あり、イソジンシュガー処方あり。イソジンシュガーを創部に擦り込んでからガーゼ保護するように指示あり。

・小栗　健太郎様～左足背部も処置追加となり、テラマイシン軟膏+ガーゼ追加。他は同様指示。

・青木 昭弘様～処置変更となり、両腕①デルモゾールDP軟膏塗布後テラマイシン軟膏+ガーゼ。
※他の方々は処置変更なし
